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夜
間･

昼
間
勤
務
の
適
正
!?

○
高
瀬
中
学
校
に
は
、
夜
間
学
級
（
夜
間
部
）
が
併
設

さ
れ
て
い
る
。
全
国
初
の
学
齢
期
の
子
ど
も
も
入
学
で

き
る
夜
間
学
級
で
あ
る
。
併
設
前
に
県
や
三
豊
市
に
質

問
や
確
認
を
し
た
が
、
昼
間
部
の
学
校
（
普
通
の
学
校
）

と
夜
間
部
の
学
級
（
夜
間
学
級
）
は
別
物
（
別
々
に
区

切
っ
て
考
え
る
）
な
の
で
、
採
用
や
異
動
に
関
し
て
は
、

本
人
の
希
望
が
な
れ
ば
配
置
は
な
い
。
つ
ま
り
、
希
望

を
し
て
い
な
い
の
に
夜
間
学
級
に
配
置
さ
れ
る
こ
と
は

な
い
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。
今
回
、
三
観
の
あ
る
中

学
校
で
の
教
員
不
足
を
夜
間
部
の
先
生
で
補
っ
た
。
県

の
「
小
中
学
校
教
職
員
人
事
異
動
の
基
本
的
な
考
え
方
」

の
中
に
も
、
「
夜
間
学
級
」
は
、
「
県
立
学
校
」
「
国
立
大

学
法
人
」
と
並
ん
で
、
特
別
な
勤
務
で
あ
る
と
明
記
さ

れ
て
い
る
。
今
回
の
配
置
は
、
夜
間
部
の
先
生
方
を
不

安
に
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
夜
間
部
を
希
望

し
よ
う
と
考
え
て
い
る
先
生
方
の
芽
を
摘
ん
で
し
ま
う

こ
と
に
な
る
。
夜
間
部
を
つ
ぶ
し
て
し
ま
わ
な
い
よ
う

当
局
は
判
断
を
誤
っ
て
は
な
ら
な
い
。

「
大
阪･

関
西
万
博
大
丈
夫
？
」

〇
メ
タ
ン
ガ
ス
爆
発
事
故
、
避
難
計
画
の
未
策
定
、
熱

中
症
対
策
な
ど
多
く
の
問
題
が
・
・
・
大
丈
夫
？

［
三
豊
・
観
音
寺
市
教
委
に
二
〇
人
学
級
実
現
な
ど
要
求
］

三
豊
・
観
音
寺
の
教
育
を
よ
く
す
る
会
（
澁
谷
光
博
会
長
）
は
署
名

に
協
力
し
て
く
れ
た
諸
団
体
の
仲
間
と
共
に
一
月
二
十
七
日
観
音
寺
市

の
十
河
聖
司
教
育
長
、
二
月
三
日
三
豊
市
の
大
原
一
仁
教
育
長
に
少
人

数
学
級
拡
大
な
ど
を
要
求
し
ま
し
た
。

パ
ワ
ハ
ラ
・
困
っ
た
時
の

相
談
は
、
香
教
組
・
三
観

支
部
へ
も
連
絡

！
OK

正規教員を増員し、多忙化・長時間
過密労働を解消せよ！ =組合=
「教員不足を解消したい」=教育長=

色

え
ん

ぴつ
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十
河
聖
司
教
育
長
は
、
「
一
年
単
位

の
変
形
労
働
時
間
制
」
に
つ
い
て
、「
今

の
と
こ
ろ
導
入
し
て
い
な
い
し
、
来

年
度
導
入
す
る
予
定
は
な
い
。
」
と
答

え
た
。

よ
く
す
る
会
の
「
過
去
問
題
実
施

や
平
均
点
偏
重
主
義
に
な
ら
な
い
よ

う
に
。
」
の
質
問
に
対
し
て
、
「
学
校

の
授
業
改
善
に
役
立
て
た
い
。
今
は

丸
付
け
な
ど
の
負
担
は
大
分
改
善
さ

れ
て
い
る
。」
と
答
え
た
。

正
規
教
職
員
増
・

人
学
級
実
現

20

に
対
し
て
は
「
県
・
市
・
現
場
が

一
緒
に
代
替
教
員
を
さ
が
す
こ
と

が
大
切
。
定
数
改
善
や
特
別
支
援

学
級
の
加
配
な
ど
も
お
願
い
し
て

い
る
。」
と
回
答
し
た
。

多
忙
化
解
消
・
勤
務
の
適
正
化

に
つ
い
て
は
、
「
教
職
の
人
気
低
迷

や
教
員
不
足
を
解
消
し
た
い
。
学

校
訪
問
の
半
日
日
程
の
学
校
が
増

え
た
。
教
職

年
経
験
者
よ
り
上

20

の
人
の
指
導
は
な
く
し
て
い
る
。
」

と
回
答
し
た
。

給
食
費
無
償
化
に
つ
い
て
、
「
条

件
が
整
え
ば
無
償
化
に
賛
成
で
あ

る
。
７
年
９
月
よ
り
、
学
校
で
の

集
金
で
な
く
な
る
。
」
と
答
え
た
。

環
境
に
関
し
て
、
「
導
入
で
学

ICT
力
が
つ
く
の
で
は
な
く
、
使
い
方

で
あ
る
。

ば
か
り
に
目
を
向
け

ICT

て
、
子
ど
も
に
目
が
向
か
な
い
の

で
は
い
け
な
い
。」

学
校
統
廃
合
で
地
域
が
衰
退
す

る
意
見
に
対
し
て
は
、
「
現
時
点
で

は
、
統
廃
合
の
話
は
出
て
い
な
い
。

学
校
は
地
域
の
も
の
で
あ
る
。
」
と

答
え
た
。

※

※

※

※

大
原
一
仁
教
育
長
は
、
「
一
年

単
位
の
変
形
労
働
時
間
制
」
に
つ

い
て
、
「
予
定
は
な
い
。
強
制
も

し
な
い
。」
と
答
え
た
。

全
国
学
力
テ
ス
ト
・
学
習
状
況

調
査
な
ど
の
過
去
問
題
を
も
う
や

め
て
は
ど
う
か
。
の
意
見
に
「
三

豊
市
だ
け
や
め
る
わ
け
に
は
い
け

な
い
。
採
点
を
学
校
で
委
託
で
き

る
。
入
力
は
誰
か
に
し
て
も
ら
う

と
補
助
金
が
出
る
。」
と
答
え
た
。

高
瀬
中
学
校
夜
間
学
級
兼
務
?!

問
題
に
関
す
る
質
問
に
は
、
「
未

履
修
を
防
ぐ
た
め
に
、
今
回
は
特

別
的
な
扱
い
で
や
む
を
得
ず
行
っ

た
。
こ
ん
な
こ
と
が
常
態
化
す
る

こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
た
い
。
」

と
答
え
た
。

多
忙
化
解
消
を
進
め
よ
。
と
い

う
意
見
に
関
し
て
は
、
「
学
校
訪

問
に
関
し
て
、
今
年
度
、
開
始
時

間
を
遅
ら
せ
た
。
資
料
に
関
し
て

は
、
カ
ラ
ー
で
な
く
て
も
よ
い
。

製
本
で
は
な
く
、
ホ
ッ
チ
キ
ス
綴
じ

で
よ
い
。

歳
以
上
の
人
は
、
指
導

59

案
を
書
か
な
く
て
も
良
い
こ
と
に
し

た
。」
と
述
べ
た
。

給
食
費
無
償
化
に
つ
い
て
、
「
国

に
も
働
き
か
け
て
い
る
。
県
の
動
き

も
見
た
い
。」

環
境
に
関
し
て
、
「
カ
ラ
ー
印
刷

ICTな
ど
、
各
学
校
全
体
に
単
価
の
安
い

オ
ル
フ
ィ
ス
な
ど
を
入
れ
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
よ
い
が
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
の

破
損
の
場
合
、
児
童
・
生
徒
は
市
の

保
険
を
使
う
こ
と
が
で
き
る
。
」
と

述
べ
た
。

教
員
採
用
試
験
「
職
免
」
扱
い
に

つ
い
て
、
今
年
度
よ
り
実
現
し
て
い

る
。
こ
の
改
善
に
つ
い
て
は
、
よ
く

す
る
会
か
ら
お
礼
を
述
べ
た
。

今
後
も
お
金
の
か
か
ら
な
い
施
策

は
早
急
な
改
善
を
お
願
い
し
た
い
。

要求を聞き取る十河聖司教育長 要求書を渡す澁谷会長（左）と大原一仁教育長

三豊市教育委員会教育長 大原 一仁 殿

観音寺市教育委員会教育長 十河 聖司 殿

三豊・観音寺の教育をよくする会会長 澁谷光博

ゆきとどいた教育を求める要求書
【要求の趣旨】

長引く物価高騰で貧困と格差拡大がますます広がり、子どもたちの成長・

発達、心身に深刻な影響を与えています。私たちは日本国憲法や子どもの権

利条約に基づいて、すべての子どもたちに確かな学力と民主的な人格を形

成する教育を実現しなければならないと考えています。こうした趣旨の下に

「ゆきとどいた教育を求める香川県署名」に取り組み、今年度は三豊・観音寺

市で２１００筆を越えて集約しました。その活動の中で、三豊・観音寺の教育に

ついて以下のような声があがっていました。 早急に改善されるよう強く要求

します。

【要求事項】

１ 教職員の過労死を招く変形労働時間制を市で強制しないでください。

２ 全国学力テストや学習状況調査はやめるよう働きかけてください。

３ 子どもと直接向き合う正規の教職員を増員し、２０人学級を実現するよう

国や県に働きかけてください。また、特別支援学級の定員数を改善するよ

う国や県に働きかけてください。

４ 教職員の勤務時間を守るよう指導してください。また、教職員の多忙化

を解消するために多忙化の原因を分析し、多忙化を解消してください。

５ 小・中学校の教材費、給食費など学校納付金を無償にしてください。

６ 小学校の外国語活動、 ICT教育について、子どもたちや教師の負担増に
ならないようにしてください。

７ 子どもたちに安全でおいしい給食を提供するために、地産地消の推進、

そして、安全な食材で、ていねいな調理をしてください。また、大型給食セ

ンター建設は、ＰＦＩまかせにしないで災害に強いものにしてください。

８ 小中学校をこれ以上統廃合しないでください。もし、統廃合するようなこ

とが持ち上がった場合、地域住民の意見をしっかり聞くようにしてくださ

い。

９ その他 （パワハラ・学校訪問の簡素化・ IC カードのデータの公表・不登


